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音更町農業協同組合
本所:北海道河東郡音更町大通５丁目１番地
TEL.０１５５-４２-２１３１  FAX.０１５５-４２-２727
https://www.ja-otofuke.jp

ホームページ 公式チャンネル

■ JAおとふけ　青果管理センター
青果管理センターでは、長芋の他にも人
参、南瓜、玉葱、長葱、アスパラガスの撰別
も行っております。
また、JAおとふけ管内ではブロッコリー、ほ
うれん草などの野菜も生産されています。
それぞれの季節で旬な野菜を、新鮮な状態
で皆さまへお届けしております。

11青果管理センター事務所
12緑地帯
13物品庫
14食品加工センター
15コンテナ置き場

❼玉葱撰別施設
❽人参洗浄撰別予冷施設
❾貯蔵庫5／貯蔵庫6／機械室
　E庫／F庫／G庫／ＥＦＧ前室
10トラックスケール

【青果管理センター施設配置図】
❶オガ屑庫
❷沈砂槽
❸物品庫
❹長芋洗浄撰別施設
❺貯蔵庫3／Ａ庫／B庫／C庫
❻貯蔵庫1／貯蔵庫2／D庫
❻貯蔵庫1／貯蔵庫2
　D庫（南瓜撰別施設）
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青果管理センター
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長芋編



長芋種子は名実ともに「十勝長芋の父」に成
長していきました。
※十勝中央青果団地については、最終頁に記載

■ 長芋種子農家と青果農家を完全分離
   したことによるクリーンな生産体制
JAおとふけでは、
長芋種子を生産
する農家（以下「長
芋種子農家」）と皆
様が口にする青果
物の生産農家（以下「長芋青果農家」）を完全
分離して栽培を行っています。その目的は消
費者の皆様に最低限度しか農薬を使用しない
状態で作られた長芋をお届けしたいから。
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■ 今や十勝長芋の父    
  「音更系統」から「とかち太郎」へ
JAおとふけでの長芋生産の歴史は長く、始ま
りは昭和45年頃に遡ります。当時、町内3件
の農家が栽培を始めましたが、種子は他産地
から購入しており、その種子の品質は決して
良いものとは言えないものでした。そこで、長芋の蔓に成る果実（むかご）か
ら自ら種子を生産する技術を長い年月をかけ構築し、品質の良い種子生産
体制を確立していきました。その品種は「音更系統」と呼ばれ、その種子は
7JAから成る「十勝中央青果団地※」の基種として供給され続けています。
そして、令和2年産より新品種「とかち太郎」の栽培が開始。この品種は、今
までよりも丸味が強く、そして太く収量増加が期待されている品種です。
実はこの「とかち太郎」も「音更系統」の中で育ちの良い物を選抜し、生き残
っていったものが品種登録されたもの。現在では十勝の長芋主産地の8割
方がこの「とかち太郎」へと切替えているので、JAおとふけから生産された

長芋の葉

長芋の生産で長年苦しめられてきたのが「ウ
イルス病」でした。ウイルス病にかかった長芋
を口にしても人体への影響はありませんが、
種子として使用すると大きく育たず、農家は大
打撃を受ける恐ろしい病気なのです。
そこで、長芋種子農家を選任し、徹底管理・徹
底防除のもと種子生産を行って頂くことで、ウ
イルスフリーな種子を生産者並びに十勝中央
青果団地を構成するJAへ供給することがで
き、長芋青果農家はウイルス病を恐れること
無く、生育期間中は殺虫剤・殺菌剤を使用しな
いクリーンな長芋を生産することができるよ
うになったのです。
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音更町での長芋栽培は、昭和45年頃から始まった。
長芋には、連作障害や、収穫時には土を深くまで掘ったりと、
広大な農業環境が必要になる。まさに、音更農業のような広
い土地で輪作を行うスタイルにマッチしている。



■ 生産工程フロー図

01 播種

播種
播種作業は5月中旬に行います。

02 播種 03 生育管理 04 収穫

播種
種子の置く向きに気を付けて、手作業で畑に植えていき
ます。

支柱立て・ネット張り
播種後は生育を促進させるため、マルチを敷設し支柱立
ておよびネット張り作業を行います。

収穫間際
畑が緑のカーテンで覆いつくされ充分生育したところ
でマルチやネット・支柱を撤去し収穫準備を行います。

05 収穫

収穫
収穫は11月より開始し、長芋が傷つかないよう手作業
で丁寧に抜かれ、コンテナへ入れてJAへ搬入します。

06 荷受 07 洗浄 08 洗浄

荷受
コンテナから長芋を取り出す作業は手作業で行い、1本
ずつバケットに乗せます。

粗洗い
水で表面についた土を取り除きます。

洗浄
特注ブラシと水圧で洗浄を行うことで白くて綺麗な長芋
になります。

09 撰別

殺菌
洗浄された長芋にオゾン水を噴霧し、表面を殺菌しま
す。

10 撰別 11 箱詰め 12 箱詰め

品位・規格撰別
A品からC品の品位に分け、同時に計量して規格分けを
行います。

トレーサビリティ
段ボールにはすべてトレーサビリティ用の番号が印字さ
れており、撰別日や生産者名などを追跡することができ
ます。

箱詰め
一本一本丁寧に、人の手で箱詰めします。



13 封函

封函
箱詰めされたものを、緩衝材を入れ封函していきます。

14 検査

15 積み上げ 16 保管

保管
長芋は17もの規格があるため、主要規格は省力化を目
的にパレタイジングロボットで積み付けを行っています。

保管
3℃で管理された低温貯蔵庫で保管します。

17 出荷 18 食卓

出荷
11月から翌年の9月まで、全国各地へ出荷します。

皆様の食卓へ
これからも引き続き皆様から選ばれる産地を目指し、安
全・安心な青果物をお届けします。

■ 青果管理センター　長芋洗浄撰別施設概要
●名称
　長芋洗浄撰別施設
●建設・導入年
　建　　物：平成3年
　機械導入：平成27年（自己資金）
●事業費
　852,973千円
●延床面積
　1,286㎡

検査
X線検査機を通過し異物の有無を
確認します。

■ 十勝中央青果団地の   一員として

十勝中央青果団地では、長芋の他に
もゴボウなどの青果物をグループJA
内で「十勝の野菜」ブランドとして全
国各地へ出荷しています。

●種子長芋生産

●長芋青果生産

JAおとふけ
JA上士幌町
JA木野
JA本別町
JA幕別町
JAさつない

種子供給

長芋青果農家

JA士幌町

種子専門農家

種子
供給

JAさつない

JAおとふけ

JA上士幌町
JA木野
JA本別町

JA幕別町（一部）

JA士幌町

JAおとふけの種子専門農家が種子生産
を行い、管内の長芋青果農家とグループ
JAへ種子の供給を行います。
1つのJAで種子生産を行うことで、大き
さや品質が統一された種子で食用の長
芋を生産することができます。

JAおとふけとグループJAの長芋青果農
家が収穫した長芋は、JAおとふけの洗浄
撰別施設へ集荷され、JAおとふけが責
任を持って撰別・出荷を行っています。
1つのJAで撰別を行うことで、大きさや
品質が統一された長芋を出荷することが
できます。

集荷
撰別


